
- 55 -

獨協医科大学看護学部紀要Vol.10 （2016）
Bulletin of Dokkyo Medical University School of Nursing

Ⅰ．はじめに
現在の精神保健福祉に関する状況は，2004（平

成 16）年の「精神保健医療福祉の改革ビジョン」
に掲げられた「入院医療中心から地域生活中心
へ」の基本理念に基づき，具体的な施策が展開
されている 1）．しかし，現状は，症状改善を早

期に図るための急性期における入院医療体制
や，地域生活支援に必要な医療・福祉などの体
制が不十分であるため，依然として多くの長期
入院患者が存在している．また，退院促進につ
いても，精神科訪問看護や地域移行支援室の設
置など，地域支援に向けた取り組みがなされて
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要　旨　
【目的】精神看護学実習の社会復帰施設実習における学生の学びの実際を明らかにする．
【方法】平成 27 年度の精神看護学実習を終了した学生のうち，本研究の同意を得た学生 94 名の社
会復帰施設実習の体験レポートを対象に，学生がどのようなことを感じ考え気付きを得たのかなどの
学びの実際を抽出しコード化した．意味内容ごとの類似性に従いコードを分類しサブカテゴリーとし，
更にサブカテゴリーの類似性に沿ってカテゴリー化した．
【結果】学生のレポートから得られたコードは 289 であり，そこから 17 のサブカテゴリーに分けら
れ，最終的に【社会復帰施設という場の理解】【当事者の地域生活を支える支援】【当事者のストレン
グスを伸ばす要素】【退院支援の課題】の 4つのカテゴリーが抽出された．
【考察】精神障がい者社会復帰施設実習における学生の学びは，リカバリーの過程にある，希望，
エンパワメント，自己責任，有意義な役割の 4つの段階と支援者の役割を示している．今後の課題と
して，地域で生活する精神障がい者の理解だけではなく，さらに支援のあり方や社会復帰施設が多職
種の連携に発展するような教育的かかわりが課題である．
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いるが，十分に整備されているとはいえない．
厚生労働省は 2025（平成 37）年に向けて，

人の尊厳の保持と自立生活の支援を目的に，可
能な限り住み慣れた地域で，自分らしい暮らし
を人生の最後まで続けることができるよう，地
域包括ケアシステムの構築を推進している．こ
の目的には，国際的にも精神保健福祉分野での
中核を担うリカバリー（Recovery）の概念が
ある．このため看護師は，長期入院患者の地域
移行を進めながら，今後新たな長期入院を生み
出さないための訪問支援などの取り組みや，精
神障がい者が自身の求める生き方を主体的に追
求することができるよう，支援することが強く
求められている．このような状況において看護
学生は，従来の入院施設内における患者ケアだ
けでなく，精神障がい者が利用している社会復
帰施設や精神障がい者の地域生活を十分に理解
して，病院から地域へ繋ぐために必要な知識・
技術を養うことが重要になる．
A大学の精神看護学実習プログラムは，2週

間の実習期間の中で，入院している受け持ち患
者の看護過程を展開する病院実習と，1日間の
精神障がい者社会復帰施設（以下，社会復帰施
設とする）での実習で構成されている．社会復
帰施設は地域に点在する複数の事業所におい
て，障害者総合支援法の自立支援給付に基づく
自立訓練，就労移行支援，就労継続支援，共同
生活援助（グループホーム）や，地域生活支援
事業に基づく地域活動支援センター，相談支援
など，精神障がい者の地域リハビリテーション
と地域生活支援事業を行っている．社会復帰施
設実習の目標は，学生が自立支援関連施設で行
われるプログラムに参加し，精神障がい者の地
域での生活をイメージし，自立支援における看
護師の役割を学ぶことである．この実習におい
て学生は，精神障がいをもつ様々な利用者とか
かわることによって，精神障がい者の生活や就
労の困難さなど，地域生活における様々な体験
にふれて学びを得ている．また教員は，学生の
得た学びが病院実習で受け持つ患者の退院後の
地域生活を想起して，ケアに反映することがで
きるよう，カンファレンスや提出されたレポー

トを活用して学生に教育指導している．しかし
教員は，学生の記述したレポートを分析して，
学びの特徴や教育指導のあり方を検討するには
至っていない現状がある．
精神看護学実習に関するレポート内容を検討
した先行研究では，実習における身体拘束患者
の看護の学びについてのレポート分析 2），看護
学生が直面する困難感に対する記録からの内容
分析 3），開放病棟における学生の学びについて
の記録分析 4），臨床指導者の指導内容について
の記録分析 5）等，病院実習に関する調査が大
半を占めていた．一方，社会復帰施設実習に関
する研究は，病院の中の精神科デイケア及び小
規模作業所における調査 6）や，社会復帰施設
を利用する対象の理解に焦点をあてた調査，社
会復帰施設における看護の役割についての調
査 7， 8）はみられるが，精神障がい者が地域でど
のような生活を送り，どのような支援を受けて
いるのかを学生が理解し，並行して行う病院実
習と関連付け，どのような学修を得たのかを明
らかにした研究は見当たらない．
今回は，精神看護学実習における社会復帰施
設実習の体験レポートの内容分析から，学生の
学びの実際を明らかにし，指導上の課題を得た
ので報告する．

Ⅱ．研究目的
健康看護支援・健康障害看護援助論Ⅶ（精神） 

（以下，「精神看護学実習」とする）の社会復帰
施設実習における学生の学びの実際を明らかに
する．
精神看護学実習の社会復帰施設における学生
の学びを明らかにすることで，実習の教育的意
義および課題が明確となる．それらを検討し改
善していくことで，学生が，精神障がい者の地
域生活をイメージしながら，精神保健福祉チー
ムの中での看護の役割や支援のあり方を理解す
る一助となる．

Ⅲ．研究方法
1．研究対象
平成 27 年度の精神看護学実習を終了した学
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生のうち，本研究の同意を得た学生 94 名の社
会復帰施設実習の体験レポートをデータとして
使用した．
2．データ収集方法
社会復帰施設実習の体験レポートは，1200

文字程度でまとめて精神看護学実習の最終日に
提出される．平成 27 年度の精神看護学実習が
全て終了した時点で，学生に対し研究趣旨を説
明し，同意が得られた学生の体験レポートを研
究対象として使用した．
3．データ分析方法
学生の体験レポートを熟読し，文脈の意味を

変えないように一文ごと区切り整理した上で，
学生がどのようなことを感じ考え，どのような
気づきを得たのかなどの学生の学びを示した記
述を抽出しコードとした．コードは学生の記述
をそのまま使用するよう留意した．次に，コー
ドの意味内容ごとの類似性に従い分類しサブカ
テゴリーとし，更に，サブカテゴリーの類似性
に沿ってカテゴリー化し名称を付けた．妥当性
を確保するために文章抽出とカテゴリー化は，
精神看護学実習を担当する教員 3名で行った．
4．調査期間
平成 28 年 4 月～12 月
5 ．用語の定義
本研究における学生の「学び」とは，「学生

が体験を通して得た事象に対する認識や意味づ
け」と定義する．

Ⅳ．倫理的配慮
看護研究における倫理指針を厳守し，以下の

ような配慮を行った．
1．研究対象者に対し，研究の主旨と方法，研
究の自由意志の尊重，協力を拒否しても不利
益を被らないこと，成績評価には影響がない
こと，データの匿名性とプライバシーの厳守
を確保，研究目的以外にデータを使用しない
こと，結果の公表の際には，個人が特定され
ない配慮をすることを文書と口頭で説明し，
同意を得た．

2．実習先の施設に対しては，文書と口頭で，
研究の概要および匿名性や公表について説明

し学生の体験レポートの使用の承諾を得た．
3．獨協医科大学看護学部看護研究倫理委員会
の承認を得た．（看護 20723）

Ⅴ．精神看護学実習の概要
A大学における精神看護学実習は，6セメス
ターに 2単位 90 時間で実施している．実習期
間 2週間の中で，精神科病院において看護過程
の展開を行い，うち 1日間を社会復帰施設で実
習を行っている．社会復帰施設での実習は特定
の利用者を受け持つことはなく，地域で生活し
ながら施設を利用し，そこで提供されるプログ
ラムに参加しながら精神障がい者と共に過ごし
たり，就労支援の場面を体験し，精神障がい者
やスタッフの語りや行動を見たり聞いたりする
ことで，精神疾患を抱えながら地域で生活する
人々の支援や精神保健福祉における看護の役割
について示唆を得ている．
1．授業の目的および到達目標
精神保健福祉における看護の役割を理解し，
精神の健康保持・増進から，精神の健康が障が
いされた個人とその家族に対して，必要な看護
実践を行い，精神看護の基礎的な能力を養うこ
とを目的として，1）精神障がい者とその家族
の特性を理解する．2）対人関係の発展過程を
理解し，治療的関わりの技法を学ぶ．3）精神
障がい者とその家族に必要な看護を展開する．
4）精神保健福祉チームの中での看護の役割を
学ぶ．という 4つの目標を置いている．社会復
帰施設実習の目標は，地域で生活している精神
障がい者とその家族の理解と精神保健福祉にお
ける看護の役割をとらえることにあり，それら
をリカバリーの視点をもって理解してほしいと
いう教員のねがいがある．
2．実習方法
社会復帰施設実習の施設は，地域に点在する
複数の事業所において，精神障がい者を対象と
した就労継続支援，就労移行支援，地域活動支
援センター，居宅支援，グループホームなどの
運営や，同じ疾患を抱える人々によるピアサポ
ートなどの支援を行っている．社会復帰施設実
習の時期は，精神看護学実習開始 1週目の木曜
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日または 2週目の火曜日に，1日間 1グループ
5～6 名で行っている．学生は，施設長からの
施設概要の説明と事業所スタッフの役割につい
てオリエンテーションを受けた後，施設利用者
と共に同じプログラムを体験している．社会復
帰施設実習のまとめとして，事業所スタッフお
よび教員同席の下，カンファレンスにおいてア
ドバイスを受ける．また 2週目の学内実習日に
は，A大学での学内においても，社会復帰施
設実習での学びについての報告会を行い学びの
共有化を図っている．
3．実習指導体制
大学教員が引率し現場での調整を行い，各事

業所に配属されている精神保健福祉士や看護師
と共同して実習指導にあたっている．学生には，
実習目標が達成できるような行動計画の立案を
教員がアドバイスし，実習当日に施設長に行動
計画を伝え実習に臨むが，その際にもアドバイ
スを受け計画の修正を行っている．計画立案は，
学生が病院実習で受け持っている患者を想起
し，地域で生活するために何が必要かについて
考察ができるよう配慮している．

Ⅵ．結果
学生の体験レポートから得られたコードは

289 であり，【社会復帰施設という場の理解】【当
事者の地域生活を支える支援】【当事者のスト
レングスを伸ばす要素】【退院支援の課題】の
4つのカテゴリーが抽出された．（表 1）
以下，カテゴリーの説明をする．なお論文中

の【 】はカテゴリー，《 》はサブカテゴリー，『 』
は代表的な学生の記述である．また，以降「精
神障がい者」という記述については「当事者」
とする．
1．社会復帰施設という場の理解
学生は，【社会復帰施設という場の理解】に

ついて，《新しい価値観を発見する場》《感情を
吐露できる場》《対人関係スキルを磨く場》の
3つの場を学んでいた．
学生は，社会復帰施設について『他者との交

流や施設での生活の中で，自分の生きている価
値を見出したり，新しい価値観を見出す場所だ

と思う』『ここは，生き方探しの場』と，当事
者が自身の《新しい価値観を発見する場》であ
ると認識していた．また『病気や生活で辛いこ
となどをため込まないで表出し，・・・（中略）・・・
自分のことを話せる場があることが大切であ
る』ことから，当事者が自身の《感情を吐露で
きる場》であると認識していた．そして日中の
居場所として提供されている通所施設において
は，『他者とのコミュニケーションの場がある
ことで，対人関係の形成や改善につなげること
ができる』ことや，『社会復帰施設という名の
下，コミュニケーション能力を高めることや対
人関係を学ぶことができるという役割を担って
いる』とし，当事者が自身の《対人関係スキル
を磨く場》として重要な場所であることを認識
していた．
2．当事者の地域生活を支える支援
学生は，社会復帰施設における当事者や当事
者を支えるスタッフとのかかわる体験から，
《当事者の抱える不安に寄り添う》《地域生活に
溶け込める環境を整える》《その人に合った就
労をサポート》《苦手なところを補完する》《見
守りと気づき》《家族支援》の 6つからなる【当
事者の地域生活を支える支援】を学んでいた．
学生は，地域で生活する当事者について，『地
域で生活していくために不安に寄り添って何を
どう感じているのかに目線を向けることが重
要』であることや，『自分の話を聞いてくれる
信頼する人がいるととても安心』できるなど，
当事者の目線から《当事者の抱える不安に寄り
添う》ことが，地域生活を維持するために重要
な支援であると認識していた．また社会復帰施
設のスタッフによる当事者へのかかわりについ
て，『社会復帰施設は社会に溶け込むことがで
きるような環境を整えてあげている』が観察で
きたことから，当事者が『周囲とかかわれるよ
うに促したり，積極的に声掛けを行ってくよう
な支援が必要』であるなど，《地域生活に溶け
込める環境を整える》支援が重要になることを
認識していた．そして社会復帰施設のスタッフ
による当事者への就労支援について，『皆が就
労に適しているわけではない．その人が就労す
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るうえで不足しているところを支援していた』
の気づきや，『無理に就労させるのではなく，
その人のタイミングに合った時期に就労支援を
行っていくこと，就労後もアフターフォローす
ること』を認識するなど，《その人に合った就
労をサポート》することが必要であることにつ
ながっていた．
地域で支えるスタッフは，当事者が地域生活

を維持するために，当事者の『性格や価値観，
できないこと，できることを捉え対象にあった
個別性のある支援を考えていくことが必要』で
あることや，『その人が出来ていないところは
何か，どの部分をフォローすることでその人ら
しさを維持できるのか見極めることが大切』で
あるなど，当事者が《苦手なところを補完する》
支援が必要になると認識していた．またスタッ
フによる当事者へのかかわりについて，スタッ
フが『今日は誰が来るのか，来ないのかを把握
して自室に孤立することを防いでいた』ことや，
『日常生活の余暇を楽しめるような場で，社会
的孤立にならないような支援を行う必要があ
る』など，当事者が孤独にならないように配慮
していたり，『幻覚や幻聴は自分では気づきに
くい分，家族や周囲が気づいてあげることが大
切』であると，精神疾患特有の症状の見えにく
さに考慮したスタッフによる《見守りと気づき》
が大切な支援であると認識していた．そして当
事者やスタッフとの会話を通して，『家族の負
担を減らし，家族とのつながりをバランスよく
保つ』ことや，『「家族」も含め何が必要かを考
えていくことが大切』であるなど，当事者が地
域生活を維持するために，《家族支援》が必要
な支援であると認識していた．
3．当事者のストレングスを伸ばす要素
学生は，社会復帰施設での体験を通して，《仲

間との良好な相互関係》《効力感が得られる役
割と体験》《尊重される自己》《フレキシブルな
考え方》《病気と共に生きる自覚》の 5つから
なる【当事者のストレングスを伸ばす要素】に
気づきを得ていた．
学生は，当事者のストレングスを伸ばすため

に，『病気や薬について話しにくかったりする

ことなどから 1人で抱え込みやすいが，近くに
同じ病気を持つ仲間がいることは安心できる』
ことや『新しい価値観・・・（中略）・・・特別
なかかわりで生まれるものではなく，利用者同
士や家族，地域住民，会社の人といった様々な
人とのかかわりで生まれることを学んだ』など，
《仲間との良好な相互関係》が必要になること
を認識していた．また，『自分だけの役割があ
ることで，自信につながったり，やる気につな
がったり，自己効力感を高めたり，自分の価値
観の変化につながる』ことや，『出来ないと決
めつけるのではなく，出来るように支援してい
くことで強みが活かされ自己効力感の向上につ
ながる』こと，『病気だから何もできない，精
神疾患を抱えているから多くのものをあきらめ
るのではなく，挑戦できる環境を作っていくこ
とが大切』になるなど，《効力感が得られる役
割と体験》が必要であることを認識していた．
さらに，学生は『一人の人間としての権利が
侵害されないことは精神領域では特に大切であ
る』ことや，『自分を一人の人間としてかかわ
ってくれることが励みになる．人間味あふれた
交流が大切』であることや，『自己決定と自由
が尊重されることにより「やらされる」という
意識が芽生えにくく，興味のあることが行える
ため自主性・活動性が生まれやすい』など，《尊
重される自己》を感じる体験が，当事者にとっ
て重要な要素であると認識していた．また，『失
敗するからやらないのではなく，失敗の中から
何を学び何を得て，それを今後どう生かすか」
を考えて行動する』ことや，『出来なくても，
出来ないなら代わりにこうすればいいという柔
軟な考え方が求められる』など，《フレキシブ
ルな考え方》をもつことが，地域生活をしてい
く中で必要であることにつながっていた．そし
て当事者が病気を抱えて生きるためには，『幻
覚・幻聴が出たときに，それを笑いに変えたり，
症状というよりも個性として捉えることで，病
気との向き合い方は変化している』ことや，『自
分がどんな時にどのようになるのか理解できた
り，自分の違和感に気づき行動することが大切』
と，当事者が自分らしく生きる為に《病気と共
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に生きる自覚》を持つことが重要であると認識
していた．
4．退院支援の課題
学生は，社会復帰施設の体験と病院実習の受

け持ち患者との体験を対比させ，《入院患者が
退院するために必要な支援》《病院と地域の連
携》《病棟看護の課題》からなる 3つの【退院
支援の課題】に気づきを得ていた．
学生は，『退院できる状態にあっても家族や

地域での受け入れがないと退院できず，退院を
あきらめ病院の生活に適応していく人が多い』
などの退院困難患者の課題について，『社会復
帰施設の利用者と病院の受け持ち患者の違いが
見え，社会復帰するために必要な能力が明確に
なった』ことや，『退院して終わりなのではな
く，そのあとどう生活していくのか，患者のニ
ーズは何かということを考え話し合い，利用で
きる社会資源の情報を提供していくことが必
要』であるなど，病院実習で受け持つ患者が地
域で生活することを想像しながら，《入院患者
が退院するために必要な支援》について認識し
ていた．また『病院と地域とをそれぞれ独立し
た存在ととらえるのではなく，病院と地域とを
巻き込んで考えていくことが大切』であること
や『入院中のOT（作業療法）や SST（社会生
活技能訓練）への取り組みも必要ではあるが，
病院や社会復帰施設，ソーシャルワーカー，地
域との連携がとても重要』であるなど，《病院
と地域の連携》が重要であることを認識してい
た．
学生は，当事者の入院生活の体験話から，《病

棟看護の課題》について，『病院では，日常が
管理されていて，自分で考える機会が少ない』
ことや，『看護師が，病院にいる患者を病気を
持っている人として向き合っていくと，患者も
自分は病気であり医療を受けなければならない
と思ってしまう』ことに気付くことができてい
た．また看護師は『悪い部分にばかり目を向け
がちであるが，患者の得意としている部分や強
みを伸ばすようなかかわりが大切』であるなど，
患者のリカバリーを重視したかかわりが重要で
あることを学んでいた．

5．社会復帰施設実習における学生の学びのま
とめ
学生の体験レポートを分析した結果，【社会
復帰施設という場の理解】【当事者の地域生活
を支える支援】【当事者のストレングスを伸ば
す要素】【退院支援の課題】の 4つのカテゴリ
ーが抽出された．これらのカテゴリーと社会復
帰施設実習の目標を対比したところ，目標の「精
神障がい者とその家族の理解」は，【社会復帰
施設という場の理解】【当事者の地域生活を支
える支援】【当事者のストレングスを伸ばす要
素】が，また「精神保健福祉チームの中での看
護の役割の理解」には，【退院支援の課題】が
学習目標の学びにつながっていた．

Ⅶ．考察
社会復帰施設における到達目標は，地域で生
活している精神障がい者とその家族の理解，お
よび精神保健福祉における看護の役割をとらえ
ることである．学生は，社会復帰施設での実習
において，地域で生活する精神障がい者の日常
を共に体験することで，精神障がい者のリカバ
リーへの理解に発展させることができていたと
考える．教員は，学生が体験し学んだ精神障が
い者への理解を，支援の在り方にまで発展させ
る事ができるよう関わる必要があり，課題が見
い出された．以下，今回得られた学生の学びの
実際から，社会復帰施設実習に必要になるリカ
バリーの視点および課題について述べる．
1．社会復帰施設実習に必要になるリカバリー
の視点
学生は，社会復帰施設実習の体験から，精神
疾患を抱えながら地域で生活する精神障がい者
が自身の求める生き方を主体的に追求する場と
して，社会復帰施設を活用していることを学ん
でいた．精神障がい者が自身の求める生き方を
主体的に追求することは，リカバリー（Recov-
ery）の概念である．リカバリーとは，人々が
生活や仕事，学ぶこと，そして地域社会に参加
できるようになる過程であり，援助者は，人が
障害を持っていても充実し生産的な生活を送る
ことができるよう支援することが重要な役割で
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ある．Mark Reagan 9）は，希望（hope），エン
パワメント（empowerment），自己責任（self- 
responsibility），有意義な役割（social role）の
4 つのリカバリーの視点から援助者の役割を示
している．学生の学びは，Mark Reagan の示
す 4つの視点に沿うものであったと考える．以
下，それぞれ述べていく．
まず希望は，当事者が自分の可能性を信じて，

将来への明確なイメージをもつことである．社
会復帰施設における精神障がい者の希望への支
援は，当事者が自身の《新しい価値観を発見す
る場》であるために，当事者が《感情を吐露で
きる場》や《対人関係スキルを磨く場》など，
将来への明確なイメージをもてるよう場づくり
が重要であることを明示している．学生は将来
のイメージを作る場として社会復帰施設を意味
づけることができていた．
次に，エンパワメントは，エンパワメントの

概念が多義的であるため，ここでは当事者を生
活者としてとらえ，人や環境との相互作用，ス
トレングスの活用などの観点から考察する．当
事者は，長期にわたる医学モデルにおける専門
職主導の治療関係や強制的な治療やインフォー
ムド・コンセントの欠如などの特異な医療環境
から，自己の有用感の喪失がみられる 10）．しか
し，社会復帰施設の《仲間との良好な相互作用》
から，《尊重される自己》の体験や《フレキシ
ブルな考え方》を得たり，他の当事者の《病気
と共に生きる自覚》を見聞きすることによって，
当事者自身の可能性や強みを再認識している．
したがって援助者は，当事者や社会復帰施設の
ストレングスを十分に活用しながら，その人ら
しい地域生活を営むことができるよう支援する
ことが重要であると考える．学生は病院実習で
の受け持ち患者を想起し，地域で生活する精神
障がい者と対比させることにより，環境とスト
レングスの重要性について学びを深めていたと
考える．
そして自己責任は，当事者がリスクのある事

象に挑戦していくことである．これまで精神障
がい者を取り巻く環境には，制度的障壁や市民
の偏見などが根強く存在している現状があるた

め，当事者の生活経験が専門職や家族のパター
ナリズムによって奪われてしまう場合も少なく
なかった．当事者は，社会的自立をするため，
《その人に合った就労をサポート》を得ること
によって，当事者が自己責任の下，《尊重され
る自己》の重要性も見いだし，自立した地域生
活をしている．したがって援助者は，精神症状
の軽減や生活能力の欠陥の克服だけでなく，
《見守りと気づき》をしながら，当事者が《苦
手なところを補完する》支援が必要であり，人
がもつ才能や能力，生活経験から得た知識など
のストレングスに注目した支援が重要になるこ
とを明示している．学生は就労支援の場を実際
に体験することで，精神疾患を抱えながらも自
己責任を持ち社会生活するための支援に気づく
ことができていた．
最後に有意義な役割は，精神保健福祉領域に
おいて，精神疾患を体験した仲間同士の支援が，
当事者の生活支援に必要な要素である．また，
就労は社会的自立をする当事者にとって重要な
体験であるが，同じ経験をもつ者同士の支えあ
うピアサポートも重要である．したがって援助
者は，同じ経験をもつ当事者や家族と一緒に，
新たな仲間がコミュニティの一員として存在す
るために，《地域生活に溶け込める環境を整え
る》ことが必要である．学生は，ピアサポート
の場を実際に体験したり当事者から地域生活を
維持する為に必要な仲間について話しを聴くこ
とにより，ピアサポートの重要性を体験的に理
解し学んでおり，リカバリーを促す重要な要素
として意味づけていた．
2．リカバリーの視点からみた精神看護学実習
の課題
学生が入院患者のケアについて社会復帰施設
の実習体験を想起し，受け持ち患者と地域で生
活する精神障がい者を対比させ，受け持ち患者
に必要なケアや退院支援を考慮できたことが重
要な視点であり精神看護学実習の教育的意義と
なる．
天賀谷 11）は，患者が日常生活でつまずいて
いる場面を分析すると，患者の機能障害や能力
障害が原因となっている場合があると述べてい
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る．看護の視点で患者の自立に向けた援助を検
討するときは，目標は患者自身がどれだけ行え
るようになるのかといった観点から設定され
る．看護師は患者の自立に向けた取り組みを実
践していくが，患者によっては目標を達成でき
ない場合も少なくない．そのため退院時期が後
方修正されたり，長期の入院を余儀なくされる
ことになる．このような状況を回避するために
は，「患者が達成できない範囲は障害である」
という理解から，医学モデルから生活モデルへ
の転換が必要であり，学生も精神保健福祉の流
れに沿った視点を持って対象を理解し支援の方
法を考察していく必要がある．
患者の障害に視点をおいた生活モデルによる

援助は，日常生活面を重視しながら，患者の残
存機能や活用できる地域社会資源などに焦点を
合わせ，患者のQOL向上を目的とする．した
がって患者自身がすべてを行うことができなく
ても，苦手なことについては地域の障害福祉サ
ービスや，訪問看護によるサポートを利用する
ことで地域生活は可能である．患者の地域生活
を支援するためには，医療・看護の視点だけで
なく，障害福祉や経済支援などの幅広い視点が
求められる．この点，学生はストレングスや役
割，そして希望など，前述したパターナリズム
について《病棟看護の課題》として気づきを得
ており学んでいた．安酸 12）は，経験型実習教
育を提唱し，そこでは学生が直接的経験の意味
を探求し，反省的経験に深化させていくプロセ
スに教師が対話を通して関わることの重要性を
示している．学生は，病院実習の中で受け持ち
患者とかかわる事で理解を深めているが，そこ
では疾患理解はもちろんのこと，その人を取り
巻く環境や社会背景を含め理解をしていく為
に，精神科領域特有とも言える社会的な矛盾や
葛藤を抱くことは少なくない．そのような中，
学生は社会復帰施設実習において，プログラム
を共に経験しスタッフの相談支援を近くで体験
することにより【当事者のストレングスを引き
出す要素】に触れ，指導者や教員からのフィー
ドバックを受けることにより，病院実習の中で
抱く長期入院患者への戸惑いや違和感を内省し

意味づけができたのだと考える．
また，医療機関に勤務する看護師は，すべて
の《入院患者が退院するために必要な支援》に
ついて検討し，直接支援するには限界があるた
め，病院は患者の地域生活への移行に向けて，
多職種との連携や《病院と地域の連携》に取り
組むことが重要であると考える．学生は，《病
院と地域の連携》の必要性に気が付き理解する
事ができていた．この学生の学びは，病院実習
と社会復帰施設実習を並行させた実習形態の学
習成果であると考える．しかし，学生が実習を
受ける限られた期間の中で，多職種スタッフの
行う退院支援を継続して経験することや実際の
連携場面を経験するは困難である．それにより
学生は《病院と地域の連携》の必要性は理解で
きていても，具体的方法にまでは考察できてい
なかった．今後は《病院と地域の連携》を実際
に体験できるような実習方法を検討していくこ
とが必要である．
3．社会復帰施設実習の教員の課題
学生は精神看護学実習において，精神医療に
おける地域包括ケアシステムに対応するため，
患者理解だけでなく多職種による家族支援やカ
ンファレンスについて学ぶことが重要である．
教員は，精神障がい者を取り巻く環境を含めた
支援について学生の学びを深化させるよう意図
的にかかわる必要がある．
精神障がい者の社会復帰や地域生活を支える
ためには，精神科病院からの退院先の 6割以上
が家庭復帰 13）であるという背景を鑑みると，
「家族支援」が不可欠である．体験レポートでは，
家族の過重な負担を軽減するための《家族支援》
が必要であるという指摘もみられたが記述が少
なかった．この点については，学生が社会復帰
施設の実習において家族と直接かかわりを持つ
機会がないことが関係すると思われる．したが
って教員は，学生が患者や地域で生活する精神
障がい者，家族を支える専門職から家族につい
ての話を聴く機会の提供だけではなく，家族会
への参加など家族の話を直接に聴く機会を提供
することが，家族の抱える思いや悩みにふれる
ことになり，精神障がい者やその家族の多角的
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な理解を得ることにつながる．学生が多くの学
びを得る機会の調整を図り，学びの場を確保す
ることは，教員の役割であり課題である．次に，
看護学実習においては，学生の学びをさらに深
化させ，学生が支援者として自身を捉え，支援
の在り方を考える事ができるような学習が重要
であり，そこには教員のかかわりが不可欠であ
る．E, Wiedenbach 14）は，自分の経験につい
て考えることは最良の教師であるとし，学生が
自分の体験について分析的に考え，教師は客観
的かつ建設的に討論する機会を保証することが
重要であると述べている．したがって，教員は
カンファレンスなどにおいて，学生と教員が対
話を深める機会を活用し，学生が精神障がい者
とのかかわりから得た認知や事象に対する意味
づけ，看護の役割やその支援のあり方が検討で
きるよう，再構成し振り返る教育的かかわりが
求められている．
IPW（Interprofessionnal Work） 15）は，複数
の領域の専門職が各々の技術や役割をもとに患
者・利用者の方と一緒になって共通の目標を目
指す行動である．社会復帰施設におけるカンフ
ァレンスは，多職種が精神障がい者の地域生活
のQOLの向上を目指すために行う，IPWのひ
とつであると考える．また，カンファレンスは，
学生が教員や精神保健福祉士などの専門職から
フィードバックを受けて，自分を振り返り次の
体験に活かすことができる良い機会である．そ
して，多職種によるカンファレンスは，他の職
種の専門的な知識の習得に加えて，地域で生活
をする精神障がい者や家族が直面している多様
な問題を深く理解することができる．したがっ
て教員は，学生に対し，病棟だけでなく社会復
帰施設において行なわれるカンファレンスの参
加機会を提供する必要がある．学校で習得した
科学的根拠に基づく理論が，必ずしもケアの現
場では通用しないことがあることや，多職種の
連携の実践には正解がなく，その時その状況で
最良の判断を積み重ねていく必要があることを
理解することが重要である．正解を導き出すの
ではなく，多職種との対話を通じて，多職種の
異なる専門性や異なる価値観と照らし合わせ

て，「自分に何ができるのか」を一緒に考える
ことである．このようなカンファレンスの場に
おいて学生は，ケアのプロセスにおける問題点
を自ら見いだし，解決し，振り返ることができ
るのではないかと考える．
研究の限界として，今回は社会復帰施設実習
の学びのレポートの内容分析から学生の学びを
見出した．そのため学生の記述の範囲でしか取
り上げることができなかった．今後は，精神看
護学実習における社会復帰施設実習の学びにつ
いて，より具体的に把握する必要があり，さら
に幅を広げた調査が必要であると考える．

Ⅷ．結論
精神看護学実習の社会復帰施設実習における
学生の学びの実際を明らかにすることを目的と
して，学生の体験レポートを分析した．その結
果，学生は【社会復帰施設という場の理解】【当
事者の地域生活を支える支援】【当事者のスト
レングスを伸ばす要素】【退院支援の課題】の
4つの学びを得ていた．学生の学びは，実習目
標の達成に沿うものであり，リカバリーの視点
で当事者を理解することにつながっていた．ま
た病院実習において受け持ち患者への看護過程
を展開する中で社会復帰施設を体験するため，
精神医療が抱える課題の 1つである退院支援の
課題にまで幅を広げた学びを得ており，有意義
な実習体験をすることができていた．今後の課
題として，地域で生活する精神障がい者や家族
の理解だけでなく，支援のあり方や多職種の連
携教育に発展するような教育的なかかわりが必
要である．
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表
1　
精
神
障
が
い
者
社
会
復
帰
施
設
実
習
に
お
け
る
学
生
の
学
び

  【
　
】
カ
テ
ゴ
リ
ー
 　
《
　
》
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
ー
 　
『
　
』
代
表
的
な
コ
ー
ド
 　
（
　
）
コ
ー
ド
数

【
社
会
復
帰
施
設
と
い
う
場
の
理
解
】（
27
）

《
新
し
い
価
値
観
を
発
見
す
る
場
》
（
7）
『
他
者
と
の
交
流
や
施
設
で
の
生
活
の
中
で
，
自
分
の
生
き
て
い
る
価
値
を
見
出
し
た
り
，
新
し
い
価
値
観
を
見
出
す
場
所
だ
と
思
う
』

『
こ
こ
は
，
生
き
方
探
し
の
場
』

《
感
情
を
吐
露
で
き
る
場
》

（
16
）
『
病
気
や
生
活
で
辛
い
こ
と
な
ど
を
た
め
込
ま
な
い
で
表
出
し
，・
・（
中
略
）・
・
・
自
分
の
こ
と
を
話
せ
る
場
が
あ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
』

《
対
人
関
係
ス
キ
ル
を
磨
く
場
》
（
4）
『
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
が
あ
る
こ
と
で
，
対
人
関
係
の
形
成
や
改
善
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
』

『
社
会
復
帰
施
設
と
い
う
名
の
下
，
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
こ
と
や
対
人
関
係
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
役
割
を
担
っ
て
い
る
』

【
当
事
者
の
地
域
生
活
を
支
え
る
支
援
】（
50
）

《
当
事
者
の
抱
え
る
不
安
に
寄
り

添
う
》

（
10
）
『
地
域
で
生
活
し
て
い
く
た
め
に
不
安
に
寄
り
添
っ
て
何
を
ど
う
感
じ
て
い
る
の
か
に
目
線
を
向
け
る
こ
と
が
重
要
』

『
自
分
の
話
を
聞
い
て
く
れ
る
信
頼
す
る
人
が
い
る
と
と
て
も
安
心
』

《
地
域
生
活
に
溶
け
込
め
る
環
境

を
整
え
る
》

（
8）
『
社
会
復
帰
施
設
は
社
会
に
溶
け
込
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
整
え
て
あ
げ
て
い
る
』

『
周
囲
と
か
か
わ
れ
る
よ
う
に
促
し
た
り
，
積
極
的
に
声
掛
け
を
行
っ
て
く
よ
う
な
支
援
が
必
要
』

《
そ
の
人
に
合
っ
た
就
労
を
サ
ポ

ー
ト
》

（
9）
『
皆
が
就
労
に
適
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
．
そ
の
人
が
就
労
す
る
う
え
で
不
足
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
支
援
し
て
い
た
』

『
無
理
に
就
労
さ
せ
る
の
で
は
な
く
，
そ
の
人
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
っ
た
時
期
に
就
労
支
援
を
お
こ
な
っ
て
い
く
こ
と
，
就
労
後
も
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ

と
』

《
苦
手
な
と
こ
ろ
を
補
完
す
る
》
（
9）
『
性
格
や
価
値
観
，
で
き
な
い
こ
と
，
で
き
る
こ
と
を
捉
え
対
象
に
あ
っ
た
個
別
性
の
あ
る
支
援
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
』

『
そ
の
人
が
出
来
て
い
な
い
と
こ
ろ
は
何
か
，
ど
の
部
分
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
で
そ
の
人
ら
し
さ
を
維
持
で
き
る
の
か
見
極
め
る
こ
と
が
大
切
』

《
見
守
り
と
気
づ
き
》

（
9）
『
今
日
は
誰
が
来
る
の
か
，
来
な
い
の
か
を
把
握
し
て
自
室
に
孤
立
す
る
こ
と
を
防
い
で
い
た
』

『
日
常
生
活
の
余
暇
を
楽
し
め
る
よ
う
な
場
で
，
社
会
的
孤
立
に
な
ら
な
い
よ
う
な
支
援
を
お
こ
な
う
必
要
が
あ
る
』

『
幻
覚
や
幻
聴
は
自
分
で
は
気
づ
き
に
く
い
分
，
家
族
や
周
囲
が
気
づ
い
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
』

《
家
族
支
援
》

（
6）
『
家
族
の
負
担
を
減
ら
し
，
家
族
と
の
つ
な
が
り
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
保
つ
』

『「
家
族
」
も
含
め
何
が
必
要
か
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
』

【
当
事
者
の
ス
ト
レ
ン
グ
ス
を
伸
ば
す
要
素
】（
15
1）

《
仲
間
と
の
良
好
な
相
互
関
係
》
（
57
）
『
病
気
を
相
談
で
き
る
同
じ
経
験
を
も
つ
仲
間
同
士
だ
か
ら
理
解
し
合
え
る
』

『
同
じ
境
遇
の
人
た
ち
が
集
ま
り
共
に
生
活
す
る
こ
と
で
，
利
用
者
1
人
1
人
が
安
心
す
る
』

『
病
気
や
薬
に
つ
い
て
話
し
に
く
か
っ
た
り
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
1
人
で
抱
え
込
み
や
す
い
が
，
近
く
に
同
じ
病
気
を
持
つ
仲
間
が
い
る
こ
と
は
安
心
で
き
る
』

（
つ
づ
く
）
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『
障
害
の
程
度
や
そ
の
方
の
も
と
も
と
持
つ
能
力
に
合
わ
せ
て
役
割
分
担
を
し
な
が
ら
み
ん
な
で
支
え
あ
っ
て
い
る
様
子
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
』

『
自
分
の
作
業
だ
け
に
集
中
す
る
の
で
は
な
く
，
周
り
み
て
気
配
り
を
し
あ
っ
て
い
て
一
体
感
の
あ
る
場
所
だ
っ
た
』

『
新
し
い
価
値
観
・
・
・
特
別
な
か
か
わ
り
で
生
ま
れ
る
も
の
で
は
な
く
，
利
用
者
同
士
や
家
族
，
地
域
住
民
，
会
社
の
人
と
い
っ
た
様
々
な
人
と
の
か
か
わ
り

で
生
ま
れ
る
こ
と
を
学
ん
だ
』

《
効
力
感
が
得
ら
れ
る
役
割
と
体

験
》

（
15
）
『
自
分
だ
け
の
役
割
が
あ
る
こ
と
で
，
自
信
に
つ
な
が
っ
た
り
，
や
る
気
に
つ
な
が
っ
た
り
，
自
己
効
力
感
を
高
め
た
り
，
自
分
の
価
値
観
の
変
化
に
つ
な
が
る
』

『
出
来
な
い
と
決
め
つ
け
る
の
で
は
な
く
，
出
来
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
で
強
み
が
活
か
さ
れ
自
己
効
力
感
の
向
上
に
つ
な
が
る
』

『
病
気
だ
か
ら
何
も
で
き
な
い
，
精
神
疾
患
を
抱
え
て
い
る
か
ら
多
く
の
も
の
を
あ
き
ら
め
る
の
で
は
な
く
，
挑
戦
で
き
る
環
境
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
』

『
自
分
の
仕
事
に
対
し
責
任
を
も
っ
て
行
い
，
成
功
体
験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
信
を
も
っ
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
る
』

《
尊
重
さ
れ
る
自
己
》

（
28
）
『
自
分
を
一
人
の
人
間
と
し
て
か
か
わ
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
励
み
に
な
る
．
人
間
味
あ
ふ
れ
た
交
流
が
大
切
』

『
自
己
決
定
と
自
由
が
尊
重
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
「
や
ら
さ
れ
る
」
と
い
う
意
識
が
芽
生
え
に
く
く
，
興
味
の
あ
る
こ
と
が
行
え
る
た
め
自
主
性
・
活
動
性
が
生

ま
れ
や
す
い
』

『
一
人
の
人
間
と
し
て
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
な
い
こ
と
は
精
神
領
域
で
は
特
に
大
切
で
あ
る
』

《
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
考
え
方
》

（
9）
『
失
敗
す
る
か
ら
や
ら
な
い
の
で
は
な
く
，
失
敗
の
中
か
ら
何
を
学
び
何
を
得
て
，
そ
れ
を
今
後
ど
う
生
か
す
か
」
を
考
え
て
行
動
す
る
』

『
出
来
な
く
て
も
，
出
来
な
い
な
ら
代
わ
り
に
こ
う
す
れ
ば
い
い
と
い
う
柔
軟
な
考
え
方
が
求
め
ら
れ
る
』

《
病
気
と
共
に
生
き
る
自
覚
》

（
40
）
『
幻
覚
幻
聴
が
出
た
と
き
に
，
そ
れ
を
笑
い
に
変
え
た
り
，
症
状
と
い
う
よ
り
も
個
性
と
し
て
捉
え
る
こ
と
で
，
病
気
と
の
向
き
合
い
方
は
変
化
し
て
い
る
』

『
自
分
が
ど
ん
な
時
に
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
理
解
で
き
た
り
，
自
分
の
違
和
感
に
気
づ
き
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
』

【
退
院
支
援
の
課
題
】（
60
）

《
入
院
患
者
が
退
院
す
る
た
め
に

必
要
な
支
援
》

（
43
）
『
退
院
で
き
る
状
態
に
あ
っ
て
も
家
族
や
地
域
で
の
受
け
入
れ
が
な
い
と
退
院
で
き
ず
，
退
院
を
あ
き
ら
め
病
院
の
生
活
に
適
応
し
て
い
く
人
が
多
い
』

『
社
会
復
帰
施
設
の
利
用
者
と
病
院
の
受
け
持
ち
患
者
の
違
い
が
見
え
，
社
会
復
帰
す
る
た
め
に
必
要
な
能
力
が
明
確
に
な
っ
た
』

『
退
院
し
て
終
わ
り
な
の
で
は
な
く
，
そ
の
あ
と
ど
う
生
活
し
て
い
く
の
か
，
患
者
の
ニ
ー
ズ
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
話
し
合
い
，
利
用
で
き
る
社
会
資
源

の
情
報
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
』

《
病
院
と
地
域
の
連
携
》

（
5）
『
病
院
と
地
域
と
を
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
存
在
と
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
，
病
院
と
地
域
と
を
巻
き
込
ん
で
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
』

『
入
院
中
の
O
T
（
作
業
療
法
）
や
SS
T
（
社
会
生
活
技
能
訓
練
）
へ
の
取
り
組
み
も
必
要
で
は
あ
る
が
，
病
院
や
社
会
復
帰
施
設
，
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
，

地
域
と
の
連
携
が
と
て
も
重
要
』

《
病
棟
看
護
の
課
題
》

（
12
）
『
病
院
で
は
，
日
常
が
管
理
さ
れ
て
い
て
，
自
分
で
考
え
る
機
会
が
少
な
い
』

『
看
護
師
が
，
病
院
に
い
る
患
者
を
病
気
を
持
っ
て
い
る
人
」
と
し
て
向
き
合
っ
て
い
く
と
，
患
者
も
自
分
は
病
気
で
あ
り
医
療
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
し
ま
う
』

『
悪
い
部
分
に
ば
か
り
目
を
向
け
が
ち
で
あ
る
が
，
患
者
の
得
意
と
し
て
い
る
部
分
や
強
み
を
伸
ば
す
よ
う
な
か
か
わ
り
が
大
切
』

表
1　
精
神
障
が
い
者
社
会
復
帰
施
設
実
習
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お
け
る
学
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学
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つ
づ
き
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